
非鉄金属市況と需給動向
平成29年4月（銅、亜鉛、ニッケル、金・白金）

おことわり：本レポートの内容は、必ずしも独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構としての見解を示すものではありません。正確な情報をお届けするよう最大限の努力を行っ
てはおりますが、本レポートの内容に誤りのある可能性もあります。本レポートに基づきとられた行動の帰結につき、独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構及びレポート執
筆者は何らの責めを負いかねます。なお、本資料の図表類等を引用等する場合には、独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構資料からの引用である旨を明示してくださいま
すようお願い申し上げます。
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■ベースメタル

当該期間、銅は5,817US$/tでスタート、ドル高による割高感や国際情勢の緊張が高まり投

資家のリスク回避指向が強まったことから弱含み推移し、19日には5,600.5US$/tまで値を

下げた。その後、仏大統領選第1回投票で中道派のマクロン候補が首位となったことを市場

は好感し、25日には5,600US$/t台半ばまで値を戻し、5,688.5US$/tで越月。亜鉛は2,746

US$/tでスタートするも地政学リスク回避で軟調に推移、19日には3ヶ月半ぶりの安値とな

る2,546US$/tを付けた。下旬にはドル安傾向を下支えに、LME・SHFE亜鉛在庫が減少した

ことから供給不足懸念が拡大し2,600 US$/t台を回復、2,638US$/tで越月した。ニッケル

は9,965US$/tでスタート、米国経済指標が好調であったことを好感して上昇傾向を辿った

が、中旬以降はフィリピンのモンスーン明けに伴いニッケル鉱石生産の増加が予想され下落

傾向を辿ったところ、ドル安地合いから28日には9,485US$/tまで値を戻して越月した。

■貴金属

金は1,243.3US$/ozでスタート、シリア・北朝鮮情勢緊迫化により安全資産としての買いが

入り堅調に推移、13日には5ヵ月半ぶりの高値となる1,285US$/ozの値を付けた。同じく

942.5US$/ozでスタートしたプラチナも地政学リスク回避で価格は上昇傾向を辿り、18日

に984US$/ozの値を付けた。パラジウムは797.5US$/ozでスタートしたものの、世界情勢

の先行き不透明感による需要減退が意識され800US$/oz台で伸び悩んだが、4月後半はテス

ラのリコールに反応して自動車関連株高となったことに反応して上昇、820US$/ozで越月。

米国経済 4月の製造業PMIは52.8（前月53.3）。5/5労働省発表の4月非農業部門雇用者数は前月比＋21.1万人（前月：＋7.7万人）と市場予想の
+18.5万人を上回った。失業率は4.4 ％（前月：4.5％）と改善し2007年５月以来９年10カ月ぶりの低水準を維持した。

中国経済 4月製造業PMIは、国家統計局発表が51.2（前月：51.8）と低下したものの景気判断の節目となる50を上回る水準を維持、財新/Markit発
表の速報値についても50.3（前月：51.2）と低下したものの50を上回る水準を維持した。

欧州経済 4月製造業PMIは56.8（前月：56.2）と上昇し、2011年4月以来の高水準を維持した。

（JOGMEC作成）

総括

主要非鉄金属の価格推移

（2003年5月＝1）

製造業購買担当者景況指数(PMI)
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ユーロ/US$レート(右軸)↓ドル安・ユーロ高

↑ドル高・ユーロ安

LME銅現物価格(左軸)

銅

■LME価格

① ドル高とシリア情勢が上値押さえる：4月3日は5,817US$/tでスタート。ドル高が銅

価を押し下げ、軟調推移。5日、6日は米国の雇用指標改善を好感し小反発するも、7

日以降は、米軍のシリアへのミサイル攻撃により投資家のリスク回避指向が強まり、

再び弱含み推移。

② トランプ大統領のドル高牽制発言でドル安に転じるも北朝鮮情勢の悪化が銅価下押

す：トランプ大統領のドル高牽制発言により13日以降はドル軟化に転じるも、北朝鮮

情勢悪化等により5,600US$/t割れ目前の5,600.5US$/tまで値を下げる（19日）。

③ 仏大統領選の第1回投票結果を好感し、月末にかけて銅価回復：23日の仏大統領選ま

では5,600US$/tラインを横ばい推移したが、第1回投票で中道派のマクロン候補が首

位となったことを市場は好感。25日には5,600US$/t台半ばまで値を戻す。月末にか

けてはドル安の流れを受け銅価は堅調に推移し、5,688.5US$/tで越月。

■需給動向

✍ 国際銅研究会(春季)の予測では2017・2018年ともに需要が供給を上回る（供給＜需

要。2017年：147千t、2017年：169千t)

✍ 主要鉱山操業状況：本年1月12日より輸出停止となっていたGrasberg鉱山は、4月

20日の米国Pence副大統領のインドネシア訪問直後、暫定輸出許可が発行。精鉱輸出

は近く再開される見込み。他方、Freeport-McMoRam社は4月25日、精鉱輸出や資

本譲渡問題が解決されなければ、坑内開発プロジェクトの投資計画見直しを示唆。

✍ 主要製錬所操業状況：中国銅陵金属は金昌製錬所（能力200千t）の閉鎖を4月18日発

表。政府の掲げる供給側改革の一環。中国有色金属公司と雲南銅業がDRCで製錬所建

設（投資額420百万US$）を計画。

銅価格とドル相場

シリア・北朝鮮情勢と仏大統領選の動向により投資家のリスク回避指向強まる

銅地金の需給バランスと在庫の動き

LME価格（US$)
(ユーロ/US$)
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亜鉛

■LME価格

① 国際情勢不安により軟調推移：亜鉛価格は2,746US$/tでスタートし、米国経済回復

が意識され6日には2,777US$/tの値をつけたが、4月7日（日本時間）に米国がシリア

空軍基地に対しミサイル攻撃を行ったことに対するリスク回避の動きから価格が急落、

2,665US$/tの値をつけた。その後も北朝鮮情勢緊迫化等から地政学リスクが高まり、

コモディティ投資が控えられ、11日には3ヵ月半ぶりに2,600US$/tを下回った。さら

に19日、英国・メイ首相が解散総選挙実施を前倒しすると発表したことを受け、先行

き不透明感が高まり投資家心理を圧迫、2,546.0US$/tの安値をつけた。

② 在庫減少から需給逼迫懸念Ḳ4 ḭ אל כֿ

כḭLME・SHFE在庫が減少したֿנּ פּ צּ ḭ は緩やか

に上昇。27日のLME在庫は約9年ぶりに350万t割れ、SHFE在庫も2.2万tとなった。

亜鉛価格は2,639US$/tで越月した。

■需給動向

✍ 国際鉛亜鉛研究会(春季)の予測では2017年は22.6万tの供給不足。

✍ 主要鉱山操業状況：Glencoreは2015年10月以降、年間50万ｔの減産体制。加えて

豪州・Mt.Isa鉱山の一つであるBlack Star鉱山の鉱量枯渇により閉山。Red Dog鉱

山は低品位鉱体の開発により2017年は前年比7万tの減産。Nyrsterは2015年に操業

停止した加・Myra Falls鉱山（年産30万t）や米国・Middle Tennessee鉱山（年産

50万t）で操業再開、2017年は増産傾向。その他Rampura-Agucha鉱山や

Antamina鉱山でも高品位鉱体開発により2017年は前年比で40万tの増産計画。

✍ 製錬所操業状況：KOREA ZINCは5万tの亜鉛減産を発表（2/8）、中国大手製錬所は

年間54万tの協調減産実施を発表（3/17）。

地政学リスクに下押しされ3ヵ月半ぶりの安値、その後堅調に推移するも2,600US$台で越月

当該期間の値動きLME価格（US$) LME在庫（千t)

SHFE在庫（t)
SHFE在庫の推移

（2007年1月～2017年4月）
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ニッケル

■LME価格

① 米国経済への期待感高まる：9,965US$/tでスタートした月初は、5日に公表された3

月の米民間雇用者数が市場予想を上回ったことなどを受けて上昇し、6日には

10,320US$/tの値を付けた。

② フィリピン鉱石生産増加見通し・中国需要減退への懸念広がる：中旬は、フィリピン

でのモンスーンが明けることに伴いニッケル鉱石生産増加が予想され下落傾向を辿っ

た。さらに27日には、中国3月ニッケル輸入が大幅に減少したことを受けて同国需要

への懸念が下方圧力となり、9,190US$/tまで下落した。

③ ドル安地合いが相場を下支え：英国の下院解散総選挙実施や北朝鮮情勢の緊迫などを

受けて、世界経済の先行き懸念からドル安地合いとなっていたことが相場を下支えし、

28日には9,485US$/tまで値を戻して越月した。

■需給動向

✍ 国際ニッケル研究会(春季)の予測では2016年は3.8万tの供給不足、2017年は4.0万t

の供給不足。

✍ 主要鉱山操業状況：中国フェロニッケル11社、2016年20%減産提議（2015年12月

15日）。フィリピンニッケル鉱山生産者８社に操業停止命令（2016年7月7日～8月

11日）。フィリピンニッケル鉱山生産者15社を含む20社に操業停止勧告（2016年9

月27日）。フィリピン環境天然資源省が国内23鉱山の閉鎖・5鉱山の生産一時停止を

命令（2017年2月2日）。

フィリピン鉱石生産増加見通しや中国需要減退への懸念を受け、10か月ぶりの安値まで下落

当該期間の値動き

一次ニッケルの月別需給バランス
（2016年1月～2017年2月）

LME価格（US$)

LME在庫（千t)

（出典：INSG）
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金・プラチナ･パラジウム

■金

① シリア・北朝鮮情勢緊迫化による地政学リスク増大：当該期間1,243.3US$/ozでス

タート、米国のシリアへのミサイル攻撃や朝鮮半島への原子力空母派遣により国際情

勢が緊迫化し、リスク回避から安全資産である金が買われて上昇傾向を辿り13日には

5ヵ月半ぶりの高値となる1,285US $/ozの値を付けた。

② ドル安傾向を好感：12日、米国・トランプ大統領が米紙のインタビューに対し「ドル

は強くなりすぎている」と述べたことを受け、ドル為替相場は下落。割安感から買い

の動きが出たことで相場を下支えし、1,280US$/oz台の高値で横ばい推移した。

③ トランプ政権の先行き不透明感：4月下旬は、仏大統領選第1回投票で中道派候補が首

位となったことやシリア･北朝鮮情勢に対する懸念が一服したことから、国際情勢先行

き不透明感が和らぎ、価格も一段安となり1,266US$/ozで越月した。

■プラチナ・パラジウム

① プラチナ・ランド安が下支え：プラチナ価格は942.5US$/ozでスタート。地政学リス

ク上昇で買われたほか、南ア･ランド安が下支えし18日には984US$/ozの値をつけた。

2017年３月末以降、南アはズマ大統領がゴーダン財務相らを更迭したことに対する不

信感からランド安傾向が続いていたものの、4月半ばにはランドが買い戻され、プラ

チナ価格は割高感から軟調に推移し、946US$/ozで越月した。

② パラジウム・需要意識され上値重い：需要の８割が自動車触媒等の工業用途であるパ

ラジウムは、世界情勢先行き不透明感から慎重な値動きとなり、800US$/ozを挟んで

小幅に推移。20日は米国電気自動車メーカーのTeslaがリコールしたことを受け、自

動車関連株高となり、パラジウム価格もこれに連れて上昇した。820US$/ozで越月。

国際情勢先行き不透明感により上昇傾向、金価格は5ヵ月半ぶり高値

当該期間の値動き

（US$/oz)

(European Central Bank)

ユーロに対する為替の値動き
（米ドル・南アランド）

外貨高・ユーロ安

（US$/€) （R/€)
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銅 亜鉛 ニッケル 金 プラチナ パラジウム
LME現物 LME現物 LME現物 AM・PM平均 AM・PM平均 AM・PM平均

(US$/t) (US$/t) (US$/t) (US$/oz) (US$/oz) (US$/oz)

本報告期 期 初 5,817.0 2,746.0 9,965.0 1,246.8 950.5 797.5

期 末 5,688.5 2,639.0 9,485.0 1,266.0 946.0 820.0

最高値 5,870.0 2,777.0 10,320.0 1,285.1 984.0 820.0

4月6日 4月6日 4月6日 4月13日 4月18日 4月28日

最安値 5,600.5 2,546.0 9,190.0 1,243.3 942.5 777.0

4月19日 4月19日 4月27日 4月3日 4月3日 4月19日

平 均 5,697.6 2,633.0 9,668.3 1,266.1 959.3 798.6
先物
（4月28日）

3か月 5,714.0 2,625.0 9,530.0 － － －

Dec 1 5,780.0 2,578.0 9,860.0 － － －

Dec 2 5,785.0 2,478.0 10,040.0 － － －

2017年 期 初 5,574.0 2,552.5 10,205.0 1,149.8 917.5 695.0

（当年） 期 末 5,688.0 2,638.0 9,480.0 1,266.0 946.0 820.0

最高値 6,145.0 2,971.0 11,045.0 1,285.1 1,029.5 820.0

2月14日 2月13日 2月20日 4月13日 2月27日 4月28日

最安値 5,500.5 2,530.0 9,380.0 1,149.8 917.5 695.0

1月4日 1月4日 1月27日 1月3日 1月3日 1月3日

平 均 5,771.6 2,721.9 10,018.8 1,242.5 968.9 782.4

2016年 期 初 4,645.0 1,600.0 8,515.0 1,077.5 885.5 550.0

（前年） 期 末 5,501.0 2,563.0 10,100.0 1,159.1 917.5 695.0

最高値 5,935.5 2,907.0 11,735.0 1,361.7 1,179.5 770.5

11月28日 11月28日 11月11日 8月3日 8月10日 12月1日

最安値 4,310.5 1,453.5 7,710.0 1,077.5 815.5 467.5

1月15日 1月12日 2月11日 1月4日 1月21日 1月12日

平 均 4,863.1 2,083.2 9597.6 1,248.2 987.0 612.5

非鉄市況


